


⑨ <       >モデリングランプ設定

⑥ <       >フラッシュテストボタン/リサ
     イクルインジケーター

安全上のご注意

製品概要

換気の良い乾燥した環境に置いてください。

製品を分解または改造しないでください。

お子様、特に乳幼児の手の届かない安全な場所へ保管してください。

落としたり、強い衝撃を与えたり、焼いたりしないでください。50度を
超える高温環境に置かないでください。 

使用中にライトを直視しないでください。光る部分を見続けると、目
が疲れて、目の健康を損なう場合があります。

化学薬品、可燃物、その他の特殊物質の近くでこの製品を使用しな
いでください。 火災や電磁干渉を引き起こす恐れがあります。 この
状況では、関連する警告サインに注意してください。 

雨や湿気の多い場所で使用しないでください。

フラッシュ作動中、万一、異常が発生した場合は、すぐに本製品の電
源を切り、原因を調査してください。

本書に記載されている操作手順や警告に従わない場合、保証は無
効になります。

製品をお買い上げいただきありがとうございます。

Z 1-NはNikonカメラに適したフラッシュです、i-TTL オートフラッシュと互換性
があります。 i-TTLフラッシュを使用すると、よりシンプルな撮影体験が得られ、
光線が厳しく変化された場合でも、正確なフラッシュ露出が自動的に取得さ
れ、撮影が簡単になります。本製品の特徴は次機能で表現されています：

元のカメラの手順に従って、ソフトウェアをアップグレードできます。 

アップグレードできるファームウェア、互換性に心配なし

高速連続点滅、各出力輝度と色温度が連続し、光が均一に分散されます。 

安定した出力

マニュアル発光、マルチ発光モードをサポートし、ハイスピードシンクロ・後
幕シンクロ、露出補正などののi-TTL機能をサポートする。

フル機能で最適な体験

統合された送信機と受信機で遠距離でも制御できる。

内蔵2.4GHz無線伝送

クリアなディスプレイ、操作が簡単。

ドットマトリックスLCDパネル

i-TTLオートフラッシュをサポートし、ワイヤレスマルチフラッシュシステムの
マスターまたはスレーブユニットとして使用できるため、撮影がより簡単か
つ迅速になります。

ソニーi-TTLフラッシュと互換性のあります

2600mAhリチウムポリマーバッテリー、フルパワーで480回フラッシュ、1.5秒
高速リサイクルで、比類のない利便性が揃えています。

プロのリチウム電池、高品質の体験 

最大フラッシュパワーは76Ws、81段階調光（1/1～1/256）。

円形ヘッドライトのデザインは、光スポットが柔らかく均一で自然で、より
多くの創意的な光効果を作り出します。光効率と光源方向をシミュレー
トする2 WLED造形ランプを備え、光の配置が便利である。

1. フラッシュ本体

① フラッシュヘッド

② LEDモデリングランプ（01-10調整）

③ ワイヤレスセンサー

④ 補助フォーカスライト

⑥ Type-C USBポート

⑤ ソフトラバーストッパー

⑧ ホットシュー

⑦ シンクロジャック

⑨ LCDパネル

⑫ ホットシュー固定用ブラケット

⑩ リチウム電池

⑪ バッテリー取り出すボタン

保護ケース ×1USB電源コード ×1 充電器 ×1

フラッシュ
ユニット ×1

ミニスタンド ×1

取扱説明書 ×1

リチウム電池 ×1

パッケージ内容

製品詳細図
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USB充電ベース ×1

* 注: 付属のオリジナルの  5V 2A 充電器を使用してバッテリーを充電
    してください。そうしないと、充電ベースとバッテリーが損傷する恐
    れがあります。

JP JP JP JP

JP JP JP JP

JP JP JP JP

JP JP JP JP

JP JP JP JP

JP JP JP

①

②

③

④
⑥

⑤
⑦

⑧

⑫

⑨

⑩

⑪

2. コントロールパネル

3. LCDパネル

(1) i-TTLオートフラッシュ

① 画面には、現在使用されている設定のみが表示されます。

② 上画面に表示される機能と下の機能ボタン1/2/3/4に合わせて調整でき
     ます。（例：<M/A/B/C>など、設定された状態に応じて変化します。  

③ ボタンを押すか、ダイヤルを回すと、液晶画面が点灯します。

⑦

⑧

⑩ ⑨

⑧ <MODE>発光モード選択ボ
     タン

⑩ <+/->出力調整

⑪ 機能ボタン 1

⑫ 機能ボタン 2

⑬ 機能ボタン 3

⑭ 機能ボタン 4

ZOOM

MODE

+/-⑥

⑫ ⑬

④

②①
⑭

⑤

⑪

③

① <MENU>フラッシュメニューボタン/
      ロックボタン

③ ダイヤルボタン

④ 設置ボタン

⑤ オン/オフ電源スイッチ

⑦ <ズーム>焦点距離設定

② <           >ワイヤレス選択ボタン

製品詳細図

② 受信機

4. 4 つのモードで異なる LCD 画面表示

(2) Mマニュアル発光

マニュアル
発光出力

(3) マルチ発光

(4) ワイヤレス撮影
① 送信機

製品詳細図

⑴ オンカメラモード

フラッシュ
露出補正

ハイスピード
シンクロ

i-TTL: i-TTL オート フラッシュ

Zoom: ズーム表示
: 自動

: マニュアル

焦点距離

電量

音量

距離インジケ
ーター表示

フラッシュヘ
ッドアップ：
フラッシュヘ
ッドダウン：
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CBM

Zoom mm

AF
A

C

M

B

M

TTL

––

M

+2.7

1/1

1/256

 ワイヤレス撮影

発光グル
ープ

マスターフラッ
シュ

チャネル

発光 ON：
発光 OFF：

A.mode

スレーブ発
光モードON

OFF:

M : マニュアル発光

28

AF

Zoom mm

AF
+0.91/256

RPT : 多重(マルチ)発光

発光回数 発光周波数
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1. 特徴
① 本製品は長寿命のリチウムポリマー電池を使用され、最大500回充電/放
      電を繰り返すことができます。
② 内蔵回路には、過充電保護、過放電保護、過電流保護、および短絡保護が
     あり、安心かつ信頼できます。
③ 標準の充電器でバッテリーを満充電するのにかかる時間はわずか3.5時間
　 です。

2. 注意事項
① 短絡させないでください。
② バッテリーを水に浸さないでください。
③ バッテリーを子供の手の届かないところに保管してください。
④ 充電時間は24時間以上を超えないでください。
⑤ バッテリーは、乾燥、換気の良い環境に保管してください。
⑥ バッテリーを火の近くや火の中に入れないでください。
⑦ バッテリーが使用できない場合、当地の規制に従って廃棄してください。 
⑧ バッテリーを長時間使用しない場合、少なくとも3か月ごとに充電してくだ
      さい。 

バッテリー

⑵ 2.4Gワイヤレスモード：送信機として

⑶ 2.4Gワイヤレスモード：受信機として

⑷ S1 / S2モード 

製品詳細図

モデリングランプボタンを押して、モデリングランプ設定モードに入ります。 設
定ボタンを短く押して、モデリングランプをオンまたはオフにします。 モデリン
グライトをオンにした後、ダイヤルボタンを回してモデリングランプの明るさを
設定します。 明るさを01～10段階調整できます。 

4. バッテリー残量インジケーター
リチウム電池を正しくフラッシュに取り付けると給電できます。LCDパネルの
バッテリーアイコンからバッテリーの状態を確認できます。 

* 設定後、機能ボタン4を押して終了します

バッテリー

モデリングランプ

M 28Zoom mm

M 28Zoom mm

MODEL

Press

06

80パーセント

50パーセント

20パーセント

残量が少なくなっていますので、お早めに充電してください。

電池が切れそうです。 フラッシュは動作しなくなります。 
注： この状態では、使用または配置する前に、で
きるだけ早く（10日以内に）充電してください。 

100パーセント

3段階

2段階

1段階

0段階

0段階で点滅

4段階

電池残量 説明

3. バッテリーの交換方法

① バッテリーを取り外す

写真のようにボタンをスライドさ
せて、バッテリーを取り外します。

② バッテリーを取り付ける

写真のようにリチウム電池を示
す方向に挿入します。 
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28

CBM

Zoom mm

AF
A

C

M

B

M

TTL

––

M

+2.7

1/1

1/256

A.mode

1. i-TTL モード
<MODE> ボタンを押して <i-TTL> を選択し、フラッシュを i-TTL モードに入り
ます。

① カメラシャッターボタンを半押ししてピントを合わせます。 絞りと有効な発
      光範囲が画面に表示されます。

② シャッターボタンをリリース前の瞬間に、フラッシュがプリ発光します。フラ
      ッシュはカメラ情報を受け取り、マスタフラシュを実行します。

2. FEC（フラッシュ露出補正）

FECモードでは、フラッシュは±3段階の補正幅で1/3段刻みで露出補正値を
調整できます。 環境要件のためにi-TTLシステムを微調整する必要がある時に
この機能は、非常に便利です。

フラッシュ露出補正の調整：

⑴ <+/->ボタンを押します。

⑵ フラッシュ露出補正値を設定し
     ます。
① 選択ダイヤルボタンを回して露出
      補正値を設定します。
② 「0.3」は1/3段、「0.7」は2/3段の意
      味にします。
③ フラッシュ露出補正を解除する場
     合は、「0.0」に設定してください。

⑶ 設定ボタンを押して、露出補正値
      を確定します。

ZOOM

MODE

+/-

ZOOM

MODE

+/-

ZOOM

MODE

+/-
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* ON/OFF 電源スイッチは、製品をオン/オフにします。長期間ご使用にならな
    い場合は、必ず電源を切ってください。この製品は、電源自動スリーブ機能
    を備えています。マスターとして動作している場合、フラッシュは 90 秒間無
    操作の場合、自動的にスリープ モードになります。カメラのシャッター リリ
    ースを半押しするか、いずれかのフラッシュ ボタンを 1 秒間押すだけで、再
    びウェイクアップできます。スレーブとして動作している場合、フラッシュは 
    60 分 (または代わりに 30 分に設定) 操作がないとスリープ状態になりま
    す。再起動するには、いずれかのフラッシュ ボタンを 1 秒間押してください。

注： ① オフカメラで使用する場合は、カスタム機能で「電源自動オフ」を無効
              にすることをお勧めします。
       ② 「スレーブ発光電源自動オフタイマー」の初期設定は60分ですが、30分
             もカスタマイズできます。 

通常のフラッシュモードには、i-TTL自動発光、Mマニュアル発光、マルチ発光、
3つのモードがあります。 i-TTL モードでは、カメラの測光システムが被写体か
ら反射したフラッシュ照明を検出し、自動的にフラッシュ出力レベルを調整
できますので、被写体と背景のバランスの取れた露出を実現します。フラッ
シュ調光補正、ハイスピードシンクロ、後幕シンクロなどの機能をサポート
します。

* <モード>選択ボタンを押して、 3つのフラッシュモードがLCDパネルに表示
   されます。 

フラッシュの着脱

電源について

フラッシュモード: i-TTL オートフラッシュモード

フラッシュモード: i-TTL オートフラッシュモード

フラッシュモード: i-TTL オートフラッシュモード

1. フラッシュを取り付ける

フラッシュロックノブを左に回
して、カメラのホットシューに
取り付けます。

3. フラッシュを取り外す

ロックノブのボタンを押してか
ら左に回すと、ホットシューの
ロックを解除し、フラッシュを
取り外します。

2. フラッシュを固定する

ロックノブを右に回して固定で
きます。

ハイスピードシンクロ(FP発光)機能を使用すると、フラッシュをすべてのシャッ
ター速度で同期させて使うことができます。 これは、絞り優先モードで人物を
美しくひとつの画面に収めることができます。

ZOOM

MODE

+/-

3. HSS: ハイスピードシンクロ

4. 後幕シンクロ

スローシャッターで後幕シンクロを行うと、被写体の光跡と残像は自然な感
じで写すことができます。シャッター幕が閉じるときに発光します。
Nikonカメラ本体の設定で、フラッシュモードをREARに設定すると、後幕シン
クロを実現できます。

1/128発光からフル発光（1/1）までの範囲で、1/10段刻みでフラッシュ出力を
設定することができます。

Mモード: マニュアル発光

ニコンカメラで発光同調スピードを 1/320 秒 (オート FP) または 1/250 秒 (オ
ート FP) に設定した場合、実際のシャッタースピードに関係なく、フラッシュデ
ィスプレイに <          > 記号が表示されます。

* ハイスピードシンクロ撮影時は、シャッター速度が高速になるほど、有効な
   発光範囲が小さいです。

* ハイスピードシンクロではマルチ発光モードが設定できません。 

* ハイスピードシンクロを15回連続発光すると、過熱保護が作動する場合が
   あります。 

* Nikon カメラ本体の設定で、発光同調スピードを 非オート FP に設定する場
   合、 カメラのシャッターを半押しすると、フラッシュ ディスプレイに 「         」記
   号が消えます。

① <MODE>ボタンを押すと<M>
      が表示されます。 

ZOOM

MODE

+/-
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AF

Zoom mm

AF
+0.91/256

S1/S2

精度の高い露出を得るには、フラッシュメーターを使用して、必要なフラッシ
ュ出力を計測します。 

② 選択ダイヤルボタンを回してフ  
      ラッシュ出力値を設定します。

③ 設定ボタンをもう一度押してフ
      ラッシュ出力値を確定します。

* S1光学スレーブモード

Mマニュアル発光モードでは、S1機能を使用でき、フラッシュはリモートフラッ
シュ(補助灯)として機能し、マニュアル発光環境に使えます。様々な照明効果
を作成できます。 マスタフラッシュ（主灯）の最初の発光と同期して発光し、そ
の効果はワイヤレスフラッシュトリガーの使用と一致です。

ZOOM

MODE

+/-

ZOOM

MODE

+/-

機能ボタン2を押してS1 / S2モードを調整します 
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ストロボフラッシュの最大数

* フラッシュヘッドの過熱により本体の破損を防ぐため、10回以上連続して発
   光しないでください。 10回発光した後、フラッシュを15分以上に冷却させて
   ください。 連続撮影を10回以上続けて行うと、フラッシュヘッドの過熱を防
   ぐためにフラッシュが自動的に停止する場合があります。 このような場合
   は、フラッシュを15分以上冷やしてください。 

* マルチ発光モードは、反射率が高い被写体で暗い背景の前に使うとより良
   い効果が得ます。

* 三脚とリモコンの使用をお勧めします。

* フラッシュ出力は1 / 1、1 / 2の場合、マルチ発光モードを設定できません。

* ストロボフラッシュは「buLb」機能で使用できます。

1/4

1/8

1/16

1/32

1/64

1/128

1/256

1

8
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60

90

100

100

2

6
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100

100

3

4
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100

100

4

3
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100

100

5

3

8

20
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80

100

100

6-7

2

6

20

40

70

90

90

8-9

2

5

10

30

60

80

80

フラッシュ出力

Hz

フラッシュ出力

Hz

1/4

1/8

1/16

1/32

1/64

1/128

1/256

10

2 2 2 2 2

4 4 4 4 4 4

8 88 88 8

20

50

70

70

11

20

40

70

70

12-14

20

40

60

60

15-19

18

35

50

50

20-50

16

30

40

40

60-199

2

12

20

40

40
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置く場所と動作範囲（ワイヤレスフラッシュ撮影の場合）： 

スレーブユニットを2つまたは3つのグループに分けて、フラッシュの光量比を
変えながらTTLオートフラッシュを同時に発光させることができます。さらに、
異なるフラッシュ グループ (最大 5 つグループ) を設定して、異なるフラッシュ
 モードで動作させることもできます。

1台の受信機でのオートフラッシュ撮影 

* 付属のミニスタンドで受信機を配置してください。 

* 撮影前にテストフラッシュと撮影テストを行ってください。

* 受信機の場所、周囲の環境、気候などにより、伝送距離が短くなる場合があ
   ります。 

* 電波クリエイティブシステムにより、スピードライトは5つのスレーブユニット
   グループの作成をサポートし、i-TTLオートフラッシュを実現します。 i-TTL オ
   ートフラッシュを使用して、さまざまの照明効果を取得できます。

* マスター フラッシュ ユニットでグループ ごとに設定されたi-TTL 自動発光、
   マニュアル 発光、マルチ 発光モードの設定は、自動的にスレーブフラッシュ 
   ユニットに送信されます。そのため、スレーブ フラッシュを個別に設定する必
   要はなく、マスター ユニットの設定を変更するだけで、各スレーブ フラッシュ 
   グループを制御することができます。

* 本製品をマスターユニットに設定する場合、i-TTL/M/RPT/OFFの4つのフラッ
   シュモードで動作します。

① 2つの受信機グループでのオートフラッシュ撮影

ワイヤレスマルチ発光撮影

ワイヤレスフラッシュ撮影：ワイヤレス（2.4G）送信

A

B

(送信機)

(受信機)

伝送距離は
約100mです。

MASTER

SLAVE

その他のアプリケーション
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仕様
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C.Fn：カスタム機能の設定

工場出荷時に戻す

45
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② 3つの受信機グループでのオートフラッシュ撮影

A

B

C

ワイヤレスフラッシュ撮影：ワイヤレス（2.4G）送信 ワイヤレスフラッシュ撮影：ワイヤレス（2.4G）送信 ワイヤレスフラッシュ撮影：ワイヤレス（2.4G）送信 ワイヤレスフラッシュ撮影：ワイヤレス（2.4G）送信

送信機（マスター）設定

1. ワイヤレス設定

2. グループ モード選択

28Zoom mm

AF
A

M M

TTL +2.7

1/256

ZOOM

+/-

受信機（スレーブ）設定

② <           >ボタンを押すと、LCDパネ
     ルに<           >と<                 >が表示
     されます。

① <           >ボタンを押すと、LCDパネ
     ルに<           >と<                 >が表示
     されます。

ZOOM

MODE

+/-

① 機能ボタン 1/2/3/4 を押して、
      M/A/B/C フラッシュ グループ
      をそれぞれ制御します。

28

CBM.mode

Zoom mm

AF
A

C

M

B

TTL

––

M

+2.7

1/1

1/256

A

M

② 機能ボタン1 を例として説明
     します。機能ボタン1を押すと、
      <M.mode> がディスプレイに
     表示されます。短く押すと、TTL
     /M/-が切り替わります。いずれ
     かをマスターのフラッシュモー
     ドとして選択します。
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3. チャネルを設定します

近くに複数のワイヤレスフラッシュシステムがある場合は、信号の干渉を防ぐ
ために通信チャネルを変更できます。 送信機と受信機のチャンネルが一致し
ていることを確認してください。 

① <MENU>ボタンを押してCHカス
     タム設定を入力します。

② カスタム機能設定で＜CH＞を探
      し、SETボタンを押し、調整ノブを
      回してチャンネル1から32まで選
      択できます。

③ SETボタンを押して確定します。 

ZOOM

MODE

+/-

ZOOM

MODE

+/-

ZOOM

MODE

+/-

* 設定調整後、機能ボタン4を押し
   て終了してください。 

* 設定調整後、機能ボタン4を押し
   て終了してください。 

* 設定調整後、機能ボタン4を押し
   て終了してください。 

C.Fn

Ver2. 0BEEP

SCAN

CH

ID

16

4. ワイヤレスID設定

信号の干渉を避けるために無線通信チャネルを変更することに加えて、干渉
を防ぐために無線IDを変更することもできます。 送信機と受信機のチャンネル
と無線IDを同じ値に設定してください。 C.Fn ID設定画面に入り、01-99のワイ
ヤレスIDを選択します。ワイヤレスIDを無効にするには、[オフ]を選択します。

C.Fn

Ver2. 0BEEP

SCAN

CH

ID

OFF

③ MODEボタンを押してマルチ
      発光モードに切り替えます。

6. i-TTL: フルオートワイヤレス発光

一個受信機で自動ワイヤレス発光する

5. 未使用チャネルをスキャンする

他の人がすでに使用しているのと同じチャネルを使用しないように、未使用チ
ャネルをスキャンして使用できます。C.Fn設定を入力し、SCAN選択を見つけま
す。 STARTに設定すると、1％から100％までスキャンされます。 スキャンが完了
すると、8つの未使用チャネルが表示されます。 

⑴ 送信機の設定

カメラに装着したストロボZ1-Nをマスターに設定します。 (38ページ)
M/A/B/C グループはすべて TTL をサポートします。

ワイヤレスで制御するZ1-Nをスレーブ機として設定します。 (38ページ)
グループA/B/C/D/Eからお選びください。

⑵ 受信機の設定

マスター機とスレーブ機を同じチャンネルに設定してください。 (39ページ)

⑶ 通信チャネルを確認します。

37 ページに示すように、マスター とスレーブ を近距離に配置します。

⑷ カメラとフラッシュの置く場所。

送信機のフラッシュレディインジケーターが点灯していることを確認する。

⑸ フラッシュの準備ができているかどうかを確認します。 

（機能ボタン1/2/3/4（M/A/B/Cに対応）を押して、i-TTLモードに個別に調整
します。）

* 機能ボタン2（Aに対応）を押してグループAを選択し、次に機能ボタン2をも
   う一度押してTTL / M /--を選択します（ダイヤルを回してフラッシュ出力を
   調整して設定します）。 画像をご確認ください。 

① 送信機のテストボタン<       > を押す。

② 受信機が発光する。 発光しない場合は、受信機が動作範囲内に配置され
      ていることを確認してください。 

⑹ 检查操作。

複数の受信機で自動ワイヤレス発光

フルオートワイヤレスフラッシュの使用

送信機について

より大きなフラッシュ出力が必要な
場合は、受信機を増やして、それら
を個別のフラッシュとして発光させ
ることができます。

受信機の数を増やしたり、送信機を
ONに設定した場合は、自動制御を
行い、同じフラッシュ出力ですべて
のフラッシュを発光させ、フラッシ
ュ出力の合計が標準露光量に達
するようにします。

送信機で設定したフラッシュ露出補正などの設定も、受信機で自動的に設定
されます。 受信機を操作する必要はありません。 下記の設定は、通常のフラッ
シュ撮影と同じようにワイヤレスフラッシュ撮影に使用できます。

複数の送信機を使用できます。 送信機を取り付けられたカメラにより、同じ照
明（受信機）を維持しながら、撮影に使用するカメラを変更することができます。

* フラッシュ露出補正 (ページ 33)

* 受信機の自動電源オフが有効にする場合、送信機のテストボタンを押して受
   信機を有効になります。 カメラの測光タイマー動作中は、テストフラッシュを
   実行できません。 

* スレーブ機のスリープ状態が有効になるまでの時間を変更できます
   （C.Fn-Sv SYBY/44ページ）。

受信機を追加するには、「一個受信
機で自動ワイヤレス発光する」設定
と同じ手順で、 任意のフラッシュグ
ループを設定できます（A/B/C/D/E）。

7. M：マニュアルワイヤレスフラッシュ撮影 

マニュアルフラッシュによるワイヤレス（マルチフラッシュ）撮影では、受信機
（フラッシュグループ）ごとに異なるフラッシュ出力を設定して撮影すること

ができます。 送信機ですべてのパラメータを設定します。 

28

CBM

Zoom mm

AF
A

C

M

B

M

TTL

––

M

+2.7

1/1

1/256

A.mode

① 機能ボタン1/2/3/4（M/A/B/Cに対
      応）を押してMモードに調整します。

② フラッシュ出力を設定するには、機
      能ボタン1/2/3/4 <M/A/B/C>を押
      し、選択ダイヤルを回してグループ
      のフラッシュ出力を設定します。 設
      定ボタンを押して確認します。

ZOOM

MODE

+/-

* S2光学スレーブモード

⑶ +/- ボタンを押し、調整ノブを回し
      てフラッシュ出力パワーを設定し
      ます。SET ボタンを押して確定す
      ると、すべての設定が表示されま
      す。

⑵ 発光周波数と発光回数を設定し
     ます。 
① 機能ボタン1<Times>を押して、
      発光回数を選択します。 選択ダ
      イヤルを回して値を設定します。
② 機能ボタン2 <Hz>を押して、発
      光周波数を選択します。 選択ダ
      イヤルを回して値を設定します。 

注：S1/S2光学スレーブモードは、Mマニュアル発光モードでのみ使用できます。 

Mマニュアル発光モードでは、S2機能を使用でき、フラッシュはリモートフラッ
シュ(補助灯)として機能し、i-TTL発光環境に使えます。プリ発光防止機能があ
り、プリフラッシュ機能を搭載したカメラを使用することで、光制御により同期
撮影が可能です。 マスターフラッシュ（主灯）の第2回発光と同期して発光しま
す。つまり2回光制御トリガーです。

⑴ <MODE>ボタンを押して、表示パ
      ネルに<RPT>を表示します。

マルチ発光とは、一度の露光中に複数回フラッシュを発光させる連続発光機
能です。 1枚の写真に動く被写体を複数回写し込むことができます。 

発光周波数（1秒あたりの発光回数をHzで表示）、発光回数、フラッシュ出力を
設定できます。 

RPTモード：マルチ発光

RPTモード：マルチ発光

ZOOM

MODE

+/-

ZOOM

MODE

+/-

ZOOM

MODE

+/-

Mモード: マニュアル発光

シャッター速度の計算： 

マルチ発光モードでは、発光が止まるまでシャッターがオンのままにしておく
必要があります。 下記の公式でシャッター速度を計算し、カメラで設定してく
ださい。

発光回数/発光周波数=シャッタースピード 

例： 発光回数が10回で、発光周波数が5 Hzの場合、シャッター速度は2秒以上
        である必要があります。 

ワイヤレスフラッシュ撮影：ワイヤレス（2.4G）送信

保護機能

26

30

34

38

42

46

互換性のあるカメラのリスト

ファームウェアのアップグレード

トラブル対策

8. マルチ：マルチワイヤレスフラッシュ撮影 

③ 写真を撮る
設定したフラッシュ倍率で各グル
ープを発光させて撮影する。

<M>発光モードの設定

受信機を直接操作して、マニュアル発光またはマルチ発光を設定できます。

⑴ 受信機の設定
⑵ 発光モードを<M>に設定します。
① <MODE>ボタンを押すと<M>が
     表示されます。
② マルチ発光の出力を設定します。

ZOOM

MODE

+/-

ZOOM

MODE

+/-

M 28

CHGR

Zoom mm

B1/256

M

<RPT>発光モードを設定します。
① 送信機の入力画面で<MODE>モ
     ード選択ボタンを押すと<RPT>
     が表示されます。 
② 送信機の入力画面でマルチ発光
      の設定をします。 

受信機の入力画面では、<MODE>ボ
タンを押して<RPT>を表示します。

1. 外部環境（ワイヤレスハブ、2.4G Wi-Fiルーター、Bluetooth機器など）によ
     り2.4g信号の干渉している。
→送信機のチャンネルCH設定を調整して（+10を推奨）、干渉のないチャンネ
     ルを見つけるか、作業中は近くにある他の2.4Gデバイスの電源を切ってく
     ださい。

2. フラッシュが完全にリサイクルされていること（フラッシュ準備完了インジ
     ケーターがオンになっていること）、および過熱保護機能または他の機能
     などがトリガーされていないことを確認してください。
→モードに切り替えて設定してください。例えばデバイスがi-TTLモードの場合
     は、Mモードに変更する。（i-TTLモードではプリフラッシュを発光させる必要
     があります）

3. フラッシュ検出器と受信装置の電力が不足していないか確認してください
→電池を交換してください（フラッシュ受信機の電池には1.5Vの使い捨てア
     ルカリ電池を推奨します）。

トラブル：2.4Gワイヤレスフラッシュしないの原因と対策

1. 同期トリガー

3. オートフォーカスアシストビーム

4. バウンスフラッシュ

同期コードジャックはΦ2.5mmコネクタです。 ここにトリガープラグを差し込
むと、カメラのシャッターと同期してフラッシュが発光します。

* モデリングフラッシュを10回以上連続して発光させないでください。過熱に
   よりフラッシュヘッドが損傷する可能性があります。 10回の発光した後、少
   なくとも 10 分間フラッシュを冷却してください。

2. モデリングフラッシュ
お使いのカメラに被写界深度プレビュー ボタン(DOFボタン)がある場合、ボタ
ンを押すと、1 秒間連続して発光します。これは「モデリングフラッシュ」と呼び
ます。モデリングフラッシュを使用すると、被写体の光と影の効果や照明バラン
スを確認できます。ワイヤレス撮影でも通常のフラッシュ撮影でも、モデリング
フラッシュを使用できます。

低輝度や低コントラストの撮影状況では、フラッシュに内蔵されているオート
フォーカスアシストランプが点灯し、オートフォーカスが容易になります。 ピン
トが合いにくいときは、赤いオートフォーカスアシストランプが点灯します。フォ
ーカスが正確になると、オートフォーカスアシストランプが自動的に消灯しま
す。 オートフォーカスアシスト機能をオフにする場合は、C.Fnで「AF」を「OFF」
に設定してください。 

フラッシュヘッドを壁や天井に向けると、ストロボの光が被写体を照らす前に
当たって跳ね返ります。 ストロボの強い直射光が、バウンスすることで拡散さ
れ、柔らかい光になり、より自然な印象の写真を撮れます。 これは「バウンス
撮影」と言います。

* 使用時にAFアシストランプが点灯しない場合は、カメラがすでにピントが合
    っている状態になっています。

場所

中心

周辺

動作範囲

0.6-10m /2.0-32.8フィート

0.6-5m /2.0-16.4フィート

フラッシュヘッドを回転して、バウンス方向を設定します。

* 壁や天井が遠すぎると、バウン
   スしたフラッシュが弱すぎて露
   出不足になる可能性があります

* 壁または天井は、反射率を高く
   するために無地の白い色にする
   必要があります。 バウンス面が
   白でない場合、「色かぶり」とい
   う状態になります。

-7-120°

330°

1. C.Fnメニューが表示されるまでMENUボタンを押します。 右下の「Verx.x」
     はソフトウェアのバージョンを示しています。

2. 選択ダイヤルを回してカスタム機能記号を選択します。

ON

OFF

12sec

OFF

ON

ブザー

バックライトの持続時間

オン

オフ

12秒後自動オフ

常にオフ

常にオン

BEEP

LIGHT

-3~+3

1-100m

0-10m

LCDコントラスト比 7段階

1-100m フラッシュ

0-10m フラッシュ

LCD

DIST トリガー距離

3. 設定を変更

① MENU ボタンを短く押して、C.Fn サブメニューを選択します。

② 調整ノブを回して、調整する項目を選択します。設定ボタンを押して
      調整に入ります。

③ 設定完了後、機能ボタン 4 または <MENU> ボタンを押して終了し、カメ
     ラを使用して撮影をし始めます

① 2つの<RST>ボタンを同時に長押
     しします。

ご注意：C.Fn状態では操作できません。

② 画面に「RESET」が表示され、工場
      出荷時のデフォルト値に復元しま
      す。

過熱保護を有効にする時の連続発光回数：

ハイスピードシンクロモードで過熱保護を有効にする発光回数：

パワー 

1/1

1/2 +0.7

1/2 +0.3

1/2

1/4(+0.3,+0.7)

1/8(+0.3,+0.7)

1/16(+0.3,+0.7)

1/32(+0.3,+0.7)

1/64(+0.3,+0.7)

1/128(+0.3,+0.7)

1/256(+0.3,+0.7)

発光回数

30

40

50

60

100

200

300

500

1000

パワー 

1/1

1/2(+0.3,+0.7)

1/4(+0.3,+0.7)

1/8(+0.3,+0.7)

1/16(+0.3,+0.7)

1/32(+0.3,+0.7)

1/64(+0.3,+0.7)

1/128(+0.3,+0.7)

1/256(+0.3,+0.7)

発光回数

15

20

30

40

50

1. 過熱保護

① フラッシュヘッドの損傷や過熱を防ぐため、1/1フルパワーで30回以上連続
      して発光しないことをお勧めします。 30回連続して発光した後、少なくとも
      10分間にフラッシュを冷却してください。
② 連続30回以上発光した後、さらに発光すると、内部の過熱保護機能が作動
      する場合があります。 リサイクル時間は長くなります（10秒以上）。 この場
      合、フラッシュユニットが正常に動作するように、少なくとも10分間にフラ
      ッシュを冷却してください。

2. その他の保護機能
* システムは、デバイスとユーザーの安全を確保するためのリアルタイム保護
   を提供します。下記の記号をご参照ください。

警告内容

フラッシュのリサイクルシステムに障害が発生したため、フラッシュを
起動できません。フラッシュを再起動してください。 それでも問題が解
決できない場合は、メンテナンスセンターに送って修理してください。

システムが過熱しています。 フラッシュの使用を10分間停止して
ください。 

フラッシュチューブの2つのコンセントの電圧が高すぎます。
この製品をメンテナンスセンターに送って修理してください。

LCDパネル

E1

E2

E3

ワイヤレスフラッシュ機能 送信機、受信機、オフ

A、B、C、D、E（EグループはNeewer.comで入手
可能なQPROシリーズフラッシュトリガーで制

御できます）

送信機グループ

制御可能な受信機
グループ

送信範囲（約）
チャンネル

ID

100m
32グループ：01~32

01~99
モデリングフラッシュ カメラの DOF プレビュー ボタンを押して発光する。

M,A,B,C

Z1-N
Nikon デジタル一眼レフカメラ

（i-TTLオートフラッシュ）

76Ws
28～105mm

オートズーム（レンズの焦点距離と画像サイ
ズに合わせてフラッシュカバー範囲が自動

的に設定されます）
マニュアルズーム

フラッシュヘッド回転する/傾ける：水平方向に
0～330°、垂直方向に-7°～120°（バウンス撮影）

1/180s～1/20000s

i-TTL オートフラッシュとマニュアルフラッシュ
マニュアル。 FEB：1/3段刻みで±3段階の補
正幅（FECとFEBを組み合わせて使用可）。

ハイスピードシンクロ（最大1/8000秒）、
先幕シンクロ、後幕シンクロ

あり（最大100回、199Hz）

中心：0.6～10m /周辺：0.6～5m

2W
3300K±200K

モデル

互換性のあるカメラ

パワー（1/1出力）

フラッシュカバー範囲

フラッシュ持続時間
露出制御

露出制御システム

フラッシュ露出補正（FEC）

同期モード

マルチ発光
ワイヤレスフラッシュ（2.4G送信）

オートフォーカスアシストビーム
有効範囲（約）

LEDモデリングランプ
功率パワー

色温度

7.4V / 2600mAhリチウムイオン電池
約1.5秒。 フラッシュの準備ができると、赤い

LEDインジケーターが点灯します。
約 480 回

約90秒無操作後電源が自動オフにする。 
（受信機として設定されている場合は60分） 

ホットシュー、2.5mm同期ケーブル/
2.4 G Qシステム

76*93*197 mm
420g
530g

電源
内蔵リチウムイオン電池

リサイクル時間

フルパワーでの発光回数

省エネ

同期トリガーモード

大きさ
サイズ

バッテリーなしの正味重量
バッテリーを含む重量 

デバイスが問題が発生した場合は、このトラブル対策を参照してください。

本機は以下のNikonデジタル一眼レフカメラシリーズのカメラモデルと互換
性がある：

注： この表は現在テストされているカメラの型番だけを列挙しており、Nikon
        シリーズのカメラは含まれていません。他のカメラモデルは、ユーザーが
        自分でテストすることができます。

本製品のファームウェアは、USBポートを介してアップグレードできます。 最
新のソフトウェアの発表と手順は、公式Webサイトで公開されます。

※ 本製品には、ファームウェアアップグレード用のUSBケーブルは付属され
ていません。 別途 ご購入ください。 本製品のUSBポートはType-Cポートで
す。 USBType-Cケーブルのみを 使用してください。

※ ファームウェアをアップグレードするには、Neewerファームウェアソフトウ
ェアのサポートが必要です。 「NeewerFirmwareUpdate」をダウンロードして
インストールし、対応するフ ァームウェアファイルを選択してからアップデート
してください。

※ ファームウェアのアップグレードを行っておりますので、最新の電子版マニ
ュアルをご参照ください。

2. 自動電源オフ
① フラッシュが送信機（マスター）に設定されている場合、90秒無操作後、電
     源が自動オフになります。
→カメラのシャッターリリースボタンを半押しするか、フラッシュ ボタンを 1秒
     間押して再起動します。
② 受信機（スレーブ）に設定されている場合、無操作60分（または30分）後、フ
     ラッシュは自動的にスリープモードになります。
→フラッシュボタンを押すとウェイクアップします。 

3. オートズームが機能しません。
フラッシュがカメラにしっかりと取り付けられていません。
→フラッシュの取り付けベースをカメラにしっかりと取り付けてください。

4. 闪光曝光不足或过度。
② ハイスピードシンクロモードの使用。
→ハイスピードシンクロモードでは、有効なフラッシュ範囲が小さくなります。 
    被写体が有効なフラッシュ範囲内にあることを確認してください。
③ マニュアルフラッシュモードの使用
→フラッシュモードをi-TTLに設定するか、フラッシュ出力を変更してください。 

5. 写真に暗い角があるか、被写体の一部のみを照らされる。
レンズの焦点距離がフラッシュのカバー範囲を超えています。
→設定されているフラッシュのカバー範囲を確認してください。 本フラッシュ
    のズーム範囲は中判システムの28-105mmです。

1. フラッシュが発光しない
① フラッシュがカメラにしっかりと取り付けられていません。
→フラッシュのホットシューベースマウントをカメラにしっかりと取り付けてく
    ださい。
② カメラのフラッシュとカメラの電気接点が汚れています。
→電気接点をクリーニングしてください。

その他のアプリケーション

C.Fn：カスタム機能の設定

28

32

36

48

44

5. ズーム：フラッシュカバー範囲を設定します

本フラッシュはオートズームとマニュアルズームがあります。 28mmから
105mmまでのレンズ焦点距離に合わせて適用範囲を設定できます。 オ
ートズームでは、カメラのズームレンズによって焦点距離が変化し、最高
のフラッシュ効果が得られます。

* フラッシュのカバー範囲を手動で設定する場合は、写真に影のエッジがな
    いように、レンズの焦点距離をカバーしていることを確認してください。 

マニュアルズームモードで、<ズーム>
ボタンを押します。 
① 選択ダイヤルを回してフラッシュ
     カバー範囲を変更します。 
②          が表示されている場合、フ
     ラッシュカバー範囲は自動的に
     設定されます。

カスタマイズ機能を使用して、次の表に従って設定してください。

50

AF

Zoom mm

+0.91/256

バッテリー残量が少なくなると、液晶
パネルの<           >が点滅します。 お早
めに電池を交換してください。 

50

AF

Zoom mm

+0.91/256

記号設定

m

ft

OFF

01-99

機能

距離インジケーター表示

ワイヤレスID

セットアップと手順

メートル

フィート

オフ

01-99に任意数を選択

カスタム機
能の記号

記号設定機能 セットアップと手順カスタム機
能の記号

m/ft

ON

OFF
AFアシストビーム

オン

オフ
AF

60min

30min
受信機自動電源

オフタイマー

60分

30分

OFF オフ

SV STBY

ID

ON

OFF
自動スリープ設定

オン

オフ
STBY

OFF未使用のチャネル
をスキャンする 未使用チャネルの

検索を開始

オフ
SCAN

START

01~32チャンネル設定 32個チャンネルを選択CH

ZOOM

MODE

+/-
ZOOM

MODE

+/-

ZOOM

MODE

+/-

ZOOM

MODE

+/-

35

AF

Zoom mm

AF

18m94210.5

28

AF

Zoom mm

AF
40 - 199 Hz1/256

Times Hz

M 28

CHGR

Zoom mm

B

28

AF

Zoom mm

AF

M 28

CHGR

Zoom mm

B

28

AF

Zoom mm

+2.7

28

AF

Zoom mm

+2.7

① Nikon カメラ本体の設定で、発光同調
     スピードを 1/320 秒 (オート FP) または 
     1/250 秒 (オート FP) に設定し、 カメラ
     のシャッターを半押しすると、フラッシュ 
     ディスプレイに ハイスピードシンクロ
     「         」記号が表示されます。この時フラ
     ッシュ ハイ スピード シンクロが有効に
     なっています。

ハイスピードシンクロ「        」を選択

② カメラのダイヤルを回してシャッタースピ
      ードを1/250秒または以上に設定します。

③ 現在FPハイスピードシンクロ機能が使
     用されているかどうかを確認するには、
     カメラのファインダーでシャッタースピー
     ドを確認できます。シャッタースピードが
     1/250秒また以上であれば、ハイスピード
     シンクロ機能が有効になっています。

Times Hz

28

AF

Zoom mm

AF

ZOOM

+/-

M 28Zoom mm

B

28

CBM

Zoom mm

AF
OFF

OFFB

M ON

OFFC

A

1  - 1 Hz1/256

A C.Fn

Ver2. 0BEEP

CH

ID

OFF

START

SCAN

M 28

CHGR

Zoom mm

B

28

CBM

Zoom mm

AF
A

C

M

B

M

TTL

––

M

+2.7

1/1

1/256

A.mode

28

CBM

Zoom mm

AF
OFF

OFFB

M ON

OFFC

A

1  - 1 Hz1/256

A

GR

28

AF

35Zoom mm

AF

35

AF

Zoom mm

AF

D4、D5、D60、D70S、D90、D100、D200、D300S、D300、D500、D610、D700、
D750、D780、D800、D810、D850、D3100、D3200、D3300、D3400、D3500、
D5000、D5100、D5200、D5300、D5600、D7000、D7100、D7200、D7500、
Z5、Z6、Z6ii




